
別記様式第３号
（注） １　保因状況は、疾患ごとに遺伝子型検査結果を次の例により記載すること。

　　例）正常：Ｆ、保因：Ｃ、検査未実施：未、不明等（不明、記載不可等）：※

２　保因状況は、これを種畜証明書へ記載することに対する飼養者の意向の確認を行った上で、遺伝子型検査結果の開示があった遺伝性疾患について記載すること。

３　飼養者が遺伝子型検査結果の種畜証明書への記載に同意しなかった場合及び全ての遺伝性疾患について遺伝子型検査結果が不明である場合には、備考欄に「不明等」と記載すること。

遺　　伝　　性　　疾　　患

検  査
月  日

名       前 品       種 遺伝性疾患

保因状況

備考牛複合脊
椎形成不

全症

牛短脊椎
症

9月27日
ドンホルム　ニシ　コ
スモス－２０　２　０１
２－１１

大ヨークシャー種 なし

クローディ
ン16欠損症

第13因子
欠損症

バンド3欠
損症

ＩＡＲＳ異常
症

モリブデン
補酵素欠

損症

牛白血球
粘着性欠

如症

9月27日
ボナビスタ　コキジ
ヨー　コスモス－２０
３　０２５－０５

大ヨークシャー種 なし

9月27日
エージエント　ボナビ
スタ　コスモス－２０
６　０１４－０６

大ヨークシャー種 なし

9月27日
ドンホルム　ボナビス
タ　コスモス－２０　７
０７５－０５

大ヨークシャー種 なし

9月27日
ドンホルム　ニシ　コ
スモス－２０　５　０５
９－０８

大ヨークシャー種 なし
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別記様式第３号
（注） １　保因状況は、疾患ごとに遺伝子型検査結果を次の例により記載すること。

　　例）正常：Ｆ、保因：Ｃ、検査未実施：未、不明等（不明、記載不可等）：※

２　保因状況は、これを種畜証明書へ記載することに対する飼養者の意向の確認を行った上で、遺伝子型検査結果の開示があった遺伝性疾患について記載すること。

３　飼養者が遺伝子型検査結果の種畜証明書への記載に同意しなかった場合及び全ての遺伝性疾患について遺伝子型検査結果が不明である場合には、備考欄に「不明等」と記載すること。

遺　　伝　　性　　疾　　患

検  査
月  日

名       前 品       種 遺伝性疾患

保因状況

備考牛複合脊
椎形成不

全症

牛短脊椎
症

クローディ
ン16欠損症

第13因子
欠損症

バンド3欠
損症

ＩＡＲＳ異常
症

モリブデン
補酵素欠

損症

牛白血球
粘着性欠

如症

9月27日
チヤド　モノウエー
コスモス－２０　３　０
１７－１１

ランドレース種 なし

9月27日
カウガード　エース
コスモス－２０　３　０
０７－１１

ランドレース種 なし

9月27日
チヤド　エース　コス
モス－２０　４　０３４
－０８

ランドレース種 なし

9月27日
チヤド　カウガード　コ
スモス－２０　１　０９
２－０６

ランドレース種 なし

9月27日 マルト　１００８－１７４ その他 なし
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別記様式第３号
（注） １　保因状況は、疾患ごとに遺伝子型検査結果を次の例により記載すること。

　　例）正常：Ｆ、保因：Ｃ、検査未実施：未、不明等（不明、記載不可等）：※

２　保因状況は、これを種畜証明書へ記載することに対する飼養者の意向の確認を行った上で、遺伝子型検査結果の開示があった遺伝性疾患について記載すること。

３　飼養者が遺伝子型検査結果の種畜証明書への記載に同意しなかった場合及び全ての遺伝性疾患について遺伝子型検査結果が不明である場合には、備考欄に「不明等」と記載すること。

遺　　伝　　性　　疾　　患

検  査
月  日

名       前 品       種 遺伝性疾患

保因状況

備考牛複合脊
椎形成不

全症

牛短脊椎
症

クローディ
ン16欠損症

第13因子
欠損症

バンド3欠
損症

ＩＡＲＳ異常
症

モリブデン
補酵素欠

損症

牛白血球
粘着性欠

如症

9月27日
レボルート　パイク
コスモス－２０　６　０
０５－０９

デュロック種 なし

9月27日
キリシマ００４　ハス
コスモス－２０　１　０
３６－０９

デュロック種 なし

9月27日
アローカ　ハス　コス
モス－２０　４　０１９
－０７

デュロック種 なし

9月27日
キリシマ００４　サクラ
コスモス－２０　６　０
４５－１０

デュロック種 なし

9月27日
アローカ　ハス　コス
モス－２０　２　０５２
－０６

デュロック種 なし
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別記様式第３号
（注） １　保因状況は、疾患ごとに遺伝子型検査結果を次の例により記載すること。

　　例）正常：Ｆ、保因：Ｃ、検査未実施：未、不明等（不明、記載不可等）：※

２　保因状況は、これを種畜証明書へ記載することに対する飼養者の意向の確認を行った上で、遺伝子型検査結果の開示があった遺伝性疾患について記載すること。

３　飼養者が遺伝子型検査結果の種畜証明書への記載に同意しなかった場合及び全ての遺伝性疾患について遺伝子型検査結果が不明である場合には、備考欄に「不明等」と記載すること。

遺　　伝　　性　　疾　　患

検  査
月  日

名       前 品       種 遺伝性疾患

保因状況

備考牛複合脊
椎形成不

全症

牛短脊椎
症

クローディ
ン16欠損症

第13因子
欠損症

バンド3欠
損症

ＩＡＲＳ異常
症

モリブデン
補酵素欠

損症

牛白血球
粘着性欠

如症

9月27日 １００３ その他 なし

9月27日 ９８９４－１９３ その他 なし

9月27日 １１０３ その他 なし

9月27日 １２９０９－１６２ その他 なし

9月27日 １４５１－４７４ その他 なし
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別記様式第３号
（注） １　保因状況は、疾患ごとに遺伝子型検査結果を次の例により記載すること。

　　例）正常：Ｆ、保因：Ｃ、検査未実施：未、不明等（不明、記載不可等）：※

２　保因状況は、これを種畜証明書へ記載することに対する飼養者の意向の確認を行った上で、遺伝子型検査結果の開示があった遺伝性疾患について記載すること。

３　飼養者が遺伝子型検査結果の種畜証明書への記載に同意しなかった場合及び全ての遺伝性疾患について遺伝子型検査結果が不明である場合には、備考欄に「不明等」と記載すること。

遺　　伝　　性　　疾　　患

検  査
月  日

名       前 品       種 遺伝性疾患

保因状況

備考牛複合脊
椎形成不

全症

牛短脊椎
症

クローディ
ン16欠損症

第13因子
欠損症

バンド3欠
損症

ＩＡＲＳ異常
症

モリブデン
補酵素欠

損症

牛白血球
粘着性欠

如症

9月27日 １８１－４８４ その他 なし

9月27日 １８４－４８７ その他 なし

9月27日 １８３－４８６ その他 なし

9月27日 １－４８８ その他 なし

9月27日 １８２－４８５ その他 なし
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別記様式第３号
（注） １　保因状況は、疾患ごとに遺伝子型検査結果を次の例により記載すること。

　　例）正常：Ｆ、保因：Ｃ、検査未実施：未、不明等（不明、記載不可等）：※

２　保因状況は、これを種畜証明書へ記載することに対する飼養者の意向の確認を行った上で、遺伝子型検査結果の開示があった遺伝性疾患について記載すること。

３　飼養者が遺伝子型検査結果の種畜証明書への記載に同意しなかった場合及び全ての遺伝性疾患について遺伝子型検査結果が不明である場合には、備考欄に「不明等」と記載すること。

遺　　伝　　性　　疾　　患

検  査
月  日

名       前 品       種 遺伝性疾患

保因状況

備考牛複合脊
椎形成不

全症

牛短脊椎
症

クローディ
ン16欠損症

第13因子
欠損症

バンド3欠
損症

ＩＡＲＳ異常
症

モリブデン
補酵素欠

損症

牛白血球
粘着性欠

如症

9月27日 １２０－４８２ その他 なし

9月27日 ３－４９０ その他 なし

9月27日 ５７２－４９５ その他 なし

9月27日 １２１－４８３ その他 なし

9月27日 ５７４－４９６ その他 なし
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別記様式第３号
（注） １　保因状況は、疾患ごとに遺伝子型検査結果を次の例により記載すること。

　　例）正常：Ｆ、保因：Ｃ、検査未実施：未、不明等（不明、記載不可等）：※

２　保因状況は、これを種畜証明書へ記載することに対する飼養者の意向の確認を行った上で、遺伝子型検査結果の開示があった遺伝性疾患について記載すること。

３　飼養者が遺伝子型検査結果の種畜証明書への記載に同意しなかった場合及び全ての遺伝性疾患について遺伝子型検査結果が不明である場合には、備考欄に「不明等」と記載すること。

遺　　伝　　性　　疾　　患

検  査
月  日

名       前 品       種 遺伝性疾患

保因状況

備考牛複合脊
椎形成不

全症

牛短脊椎
症

クローディ
ン16欠損症

第13因子
欠損症

バンド3欠
損症

ＩＡＲＳ異常
症

モリブデン
補酵素欠

損症

牛白血球
粘着性欠

如症

9月27日 ５６８－４９２ その他 なし

9月27日 ５９ その他 なし

9月27日 ５７９－５００ その他 なし

9月27日 ５１ その他 なし

9月27日 ６０ その他 なし
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別記様式第３号
（注） １　保因状況は、疾患ごとに遺伝子型検査結果を次の例により記載すること。

　　例）正常：Ｆ、保因：Ｃ、検査未実施：未、不明等（不明、記載不可等）：※

２　保因状況は、これを種畜証明書へ記載することに対する飼養者の意向の確認を行った上で、遺伝子型検査結果の開示があった遺伝性疾患について記載すること。

３　飼養者が遺伝子型検査結果の種畜証明書への記載に同意しなかった場合及び全ての遺伝性疾患について遺伝子型検査結果が不明である場合には、備考欄に「不明等」と記載すること。

遺　　伝　　性　　疾　　患

検  査
月  日

名       前 品       種 遺伝性疾患

保因状況

備考牛複合脊
椎形成不

全症

牛短脊椎
症

クローディ
ン16欠損症

第13因子
欠損症

バンド3欠
損症

ＩＡＲＳ異常
症

モリブデン
補酵素欠

損症

牛白血球
粘着性欠

如症

9月27日 ５３ その他 なし

9月27日 ５２ その他 なし

9月27日 ５５ その他 なし

9月27日 ５４ その他 なし

9月27日 ５７ その他 なし
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別記様式第３号
（注） １　保因状況は、疾患ごとに遺伝子型検査結果を次の例により記載すること。

　　例）正常：Ｆ、保因：Ｃ、検査未実施：未、不明等（不明、記載不可等）：※

２　保因状況は、これを種畜証明書へ記載することに対する飼養者の意向の確認を行った上で、遺伝子型検査結果の開示があった遺伝性疾患について記載すること。

３　飼養者が遺伝子型検査結果の種畜証明書への記載に同意しなかった場合及び全ての遺伝性疾患について遺伝子型検査結果が不明である場合には、備考欄に「不明等」と記載すること。

遺　　伝　　性　　疾　　患

検  査
月  日

名       前 品       種 遺伝性疾患

保因状況

備考牛複合脊
椎形成不

全症

牛短脊椎
症

クローディ
ン16欠損症

第13因子
欠損症

バンド3欠
損症

ＩＡＲＳ異常
症

モリブデン
補酵素欠

損症

牛白血球
粘着性欠

如症

9月27日 ５８ その他 なし

9月27日 １２４８ その他 なし

9月27日 ４７ その他 なし

9月27日 １０８ その他 なし

9月27日 １０４ その他 なし
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別記様式第３号
（注） １　保因状況は、疾患ごとに遺伝子型検査結果を次の例により記載すること。

　　例）正常：Ｆ、保因：Ｃ、検査未実施：未、不明等（不明、記載不可等）：※

２　保因状況は、これを種畜証明書へ記載することに対する飼養者の意向の確認を行った上で、遺伝子型検査結果の開示があった遺伝性疾患について記載すること。

３　飼養者が遺伝子型検査結果の種畜証明書への記載に同意しなかった場合及び全ての遺伝性疾患について遺伝子型検査結果が不明である場合には、備考欄に「不明等」と記載すること。

遺　　伝　　性　　疾　　患

検  査
月  日

名       前 品       種 遺伝性疾患

保因状況

備考牛複合脊
椎形成不

全症

牛短脊椎
症

クローディ
ン16欠損症

第13因子
欠損症

バンド3欠
損症

ＩＡＲＳ異常
症

モリブデン
補酵素欠

損症

牛白血球
粘着性欠

如症

9月27日 ２３４ その他 なし

9月27日 ２１０ その他 なし

9月27日 ２４９ その他 なし

9月27日 ２４７ その他 なし

9月27日 ２５０ その他 なし
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別記様式第３号
（注） １　保因状況は、疾患ごとに遺伝子型検査結果を次の例により記載すること。

　　例）正常：Ｆ、保因：Ｃ、検査未実施：未、不明等（不明、記載不可等）：※

２　保因状況は、これを種畜証明書へ記載することに対する飼養者の意向の確認を行った上で、遺伝子型検査結果の開示があった遺伝性疾患について記載すること。

３　飼養者が遺伝子型検査結果の種畜証明書への記載に同意しなかった場合及び全ての遺伝性疾患について遺伝子型検査結果が不明である場合には、備考欄に「不明等」と記載すること。

遺　　伝　　性　　疾　　患

検  査
月  日

名       前 品       種 遺伝性疾患

保因状況

備考牛複合脊
椎形成不

全症

牛短脊椎
症

クローディ
ン16欠損症

第13因子
欠損症

バンド3欠
損症

ＩＡＲＳ異常
症

モリブデン
補酵素欠

損症

牛白血球
粘着性欠

如症

9月27日 ２５１ その他 なし

9月27日 ４０１ その他 なし

9月27日 ３００ その他 なし

9月27日 ４０４ その他 なし

9月27日 ４０２ その他 なし
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別記様式第３号
（注） １　保因状況は、疾患ごとに遺伝子型検査結果を次の例により記載すること。

　　例）正常：Ｆ、保因：Ｃ、検査未実施：未、不明等（不明、記載不可等）：※

２　保因状況は、これを種畜証明書へ記載することに対する飼養者の意向の確認を行った上で、遺伝子型検査結果の開示があった遺伝性疾患について記載すること。

３　飼養者が遺伝子型検査結果の種畜証明書への記載に同意しなかった場合及び全ての遺伝性疾患について遺伝子型検査結果が不明である場合には、備考欄に「不明等」と記載すること。

遺　　伝　　性　　疾　　患

検  査
月  日

名       前 品       種 遺伝性疾患

保因状況

備考牛複合脊
椎形成不

全症

牛短脊椎
症

クローディ
ン16欠損症

第13因子
欠損症

バンド3欠
損症

ＩＡＲＳ異常
症

モリブデン
補酵素欠

損症

牛白血球
粘着性欠

如症

9月27日 ４０９ その他 なし

9月27日 ４０８ その他 なし

9月27日 ５２２ その他 なし

9月27日 ５０９ その他 なし

9月27日 ６００ その他 なし
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別記様式第３号
（注） １　保因状況は、疾患ごとに遺伝子型検査結果を次の例により記載すること。

　　例）正常：Ｆ、保因：Ｃ、検査未実施：未、不明等（不明、記載不可等）：※

２　保因状況は、これを種畜証明書へ記載することに対する飼養者の意向の確認を行った上で、遺伝子型検査結果の開示があった遺伝性疾患について記載すること。

３　飼養者が遺伝子型検査結果の種畜証明書への記載に同意しなかった場合及び全ての遺伝性疾患について遺伝子型検査結果が不明である場合には、備考欄に「不明等」と記載すること。

遺　　伝　　性　　疾　　患

検  査
月  日

名       前 品       種 遺伝性疾患

保因状況

備考牛複合脊
椎形成不

全症

牛短脊椎
症

クローディ
ン16欠損症

第13因子
欠損症

バンド3欠
損症

ＩＡＲＳ異常
症

モリブデン
補酵素欠

損症

牛白血球
粘着性欠

如症

9月27日 ６１０ その他 なし

9月27日 ８１４ その他 なし

9月27日 ８１０ その他 なし

9月27日 ９０４ その他 なし

9月27日 ８２５ その他 なし
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